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I.は じめに

　障がいをもつ子 どもの子育ては、健康な子 どもとは異

なる知識等が求め られ、家族の困難は大 きいといわれて

お り、家族看護支援の必要性は高い。家族看護において

家族機能のアセスメントは家族の問題や特徴をとらえ、看護介

入の検討に有用である。よって、障がいをもつ子 どもの

家族機能調査 を行 うことは障がいをもつ子どもの家族看

護介入を検討する上で意義あるもの と考える。

Ⅱ.目 的

　障がいをもつ子どもの家族の家族機能の特徴を明らか

にし、障がいをもつ子 どもの家族看護に関する示唆を得

ることを目的 とした。

Ⅲ.研 究方法

1.研 究対象:C県 の肢体不 自由児施設 ・重症心身障害

　　児(者)病 棟 を有する病院 に入院 ・通院 ・通園、ま

　　たは特別支援学校 に在籍中の18歳 未満 の子 どもの

　　父母。

2.調 査内容:1)対 象者の基本特性、『自己効力感』尺度(坂
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　　野 ・東條,1986)、 『QOL』 尺度(澁 谷,2004)、 『家族

　　機能』尺度(中 村2005)に ついて4段 階リッカート尺度

　　 を用いた。

3.調 査期間 ・方法:2007年1-2月 に無記名自記式の調

　　査票を用いて郵送法で行った。

4.分 析方法:統 計解析 ソフ トSPSS　 ver.15.0を 用いて

　　記述統計、ノンパラメトリック検定 を行い、尺度の信頼性

　　はCronbach‘ αを算出 した。障がいをもつ子 ども

　　の家族機能の特徴を出すため、比較対照群 として、

　　2004年3月 に研究者 らが行 った健康な子 どもの家

　　族の家族機能調査結果を用いて分析を行った。

5． 倫理的配慮:研 究者所属機関の倫理委員会の承認後

　　に研究を実施 した。対象者には、研究の趣 旨、無記

　　名であ り個人が特定 されないこと、研究協力は自由

　　意思であ り協力 しない場合 も診療や看護上の不利益

　　がないこと等 を文章で説明 した。調査票の回収は郵

　　送法で返送をもって研究への同意 とみなす ことで研

　　究協力の任意性の確保 に努めた。

Ⅳ.結果

　回収率29.2%、 有効 回答 数54家 族80名(父31名 、

母49名)で あ った。平均 年齢 は父41.2(±7.7)歳 、母

39.3(±5.8)歳 、家族形態は核家族53名(66%)、 拡大家

族27名(34%)で あった。障がいをもつ子 どもは平均

年齢8.2(±4.4)歳 で、脳性麻痺 など神経疾患が多かった。

対象の うち66名(82.5%)が 障がいをもつ子 どもと自宅

で暮 らしてお り、56名(70%)が 定期的に通院または通

園 していた。各尺度のCronbach‘ αは、0.85-093で あっ

た。各下位尺度の平均値 は 『家族機能』では 「絆」が3.14

と最も高 く、「役割分担」が2.65と 最 も低かった。『QOL』

では 「家族関係」が3.23と 最 も高 く、「収入」は1.74と

低値 を示 した。父母間の比較では 『QOL』の 「友人関係」

で母親の方が高かった(p<.05)。 健康 な子 どもの家族 と

の比較では 『家族機能』の 「役割分担」で障がいをもつ

子 どもの家族が低か った(p<.Ol)。 また、健康 な子 ども

よりも障がいをもつ子 どもの母親の方が 『家族機能』の

「コミュニケーション」が高かった(P<.05)が 、「役割分担」と『QOL』

の 「健康」は低かった(p<.05)。Ⅴ

．考察

1.家 族機能

　『家族機能』の中では 「絆」が父母 ともに最 も高かっ

た。現代の家族 において情緒的結合の重要性は大 きく(森

岡・望月,1997)、 障がいをもつ子 どもの家族においても、

家族の情緒的機能である 「絆」が 『家族機能』の中で最

も重要な機能であることが明 らかとなった。また、障が

いをもつ子どもの母親は、健康な子どもの母親よりも家

族の 「コミュニケーション」は良好 と捉えているが(p<.05)、 「役

割分担」は低 く(p<.05)、 母親が 「役割分担」が十分で

ない と捉え、疲労 している姿が窺えた。障がいをもつ子

どもの家族の 「コミュニケーション」機能の高 さを活かして家族

内における 「役割分担」を支援する必要性が示唆された。

2.自 己効力感

　一般性セルフ・エフィカシー尺度の標準データ(坂 野 ・

1989)を もとに評価 した結果、父母 ともに成人一般の平

均値 よりもやや高い値だが、 “普通” と評価 された。母

親の平均値は父親よりもすべて低い値 を示 したが、いず

れも有意差は認められなかった。

3,QOL

　『QOL』 では母親の 「友人関係」が父親 よりも高かっ

た(p<.05)。 先行研究(中 村 ・杉本 ・澁谷他,2005;中

村 ・赤羽 ・杉本他,2006)で も同様の結果が示 されてい

るが、障がいをもつ子 どもの母親にとって も 「友人関係」

の重要性が明 らかとなった。

　「収入」は、他の下位尺度と比べて顕著に低値を示 した。

国民一人当た りの所得 を100と したときのC県 の県民 一

人当た りの所得水準 は75.9と 全国 と比べて所得が低い。

さらに、障害者 自立支援法の施行 に伴う施設でのサービ

ス費用負担や、子 どもの移動用の車のガソリン価格上昇

などにより経済的負担が増大 していたと考えられた。

Ⅵ.結 論

1.障 がいをもつ子 どもの家族の 『家族機能』のなかで

　　は、「絆」が最 も高 く、情緒的結合である 「絆」が

　 最 も重要な機能であることが明 らかとなった。

2.障 がいをもつ子 どもの母親は、健康な子 どもの母親

　　よりも 『家族機能』 の中で 「コミュニケーション」機能は高

　 い(p<.05)が 「役割分担」機能は低(p<.05)く 、障が

　 いをもつ子 どもの母親が様々な役割を抱 え疲労 して

　 いる姿が窺えた。障がい をもつ子 どもの家族の 「コ

　 ミュニケーション」機能を活か して 「役割分担」で きるよう

　 支援する必要性が示唆 された。

3.『QOL』 のなかで 「収入」は最 も低 く、障害者 自立

　 支援法施行 に伴 う障害児施設のサー ビス費用負担

　 や、ガソリン価格上昇により経済的負担が増大 して

　 いたと考えられた。
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